
びんの3Ｒ推進の一環として、
モデル事業でリユースの方向性を探る。

当協議会が環境省と経済産業省の委託を受け、
リターナブルびんに関するモデル事業を実施。

ガラスびんの3Ｒの中で、リデュースとリサイクルについ

ては、容器包装リサイクル法の施行とともに成果が上がって

いますが、リユースされるびんの流通量については減少傾向

が続いています。その原因のひとつとしては、消費者のライフ

スタイルの変化等に伴い、確立されていたリターナブルびん

の流通システムが縮小してきていることがあげられます。

このような状況において、昨年度、当協議会では環境省と

経済産業省の委託を受け、リターナブルびんの普及と回収を

促進させるためのモデル事業を実施。小売酒販店において

リターナブルびんの普及キャンペーンや宅配システムの実証

実験を、また市町村においてリターナブルびん分別収集の

効果と効率性の調査を行いました。

当協議会では、昨年改正された容器包装

リサイクル法の趣旨に従い、3Rを推進する

ため自主行動計画の一環として、ガラス容器

の自主設計ガイドラインを策定する作業を

進めてきました。この作業の過程では、昨年

の6月から8月にかけてボトラー14団体

への説明会開催やアンケート調査を実施

しました。

その回答を参考にしてこの度、ガラスの

組成、ガラスの色調、びんの質量、びんの

形状、ガラス印刷、ラベル、キャップおよび

キャップシール、装飾、エコロジーボトル、

樹脂カラーコーティングの10項目にわたる

ガイドラインを確定しました。今後は各

ボトラーに対し、このガイドラインに沿っ

て、ガラス容器の商品設計をお願いして

まいります。

なお、このガイドラインの詳細は、7月

以降に当協議会のホームページへ掲載

する予定です。次号の「びんのリサイクル

通信」でもご紹介します。

「守ろう地球 創ろう共生社会」をテーマに、

「2007 NEW環境展」が開催されます。

ガラスびんの3Ｒ関係では、あきびんの他

用途利用に取り組んでいる事業者の出展

が予定されています。

■5月22日（火）～5月25日（金）

■午前10時～午後5時

（最終日は午後4時まで）

■東京・有明の東京ビッグサイト

東ホール1、2、3、4、5、6、屋外会場

■入場料 1,000円

http://www.nippo.co.jp/n-expo007

小売酒販店を対象にしたモデル事業では、長年にわたり

リターナブルびんの普及啓発に取り組んできた茅ヶ崎市の

酒販組合を中心に展開しました。また市町村によるリターナ

ブルびん分別収集の効果・効率性の調査は、分別収集の方法を

工夫している４つの自治体（神奈川県大和市・目黒区・那覇市・

京都市）において実施しました。

その結果として、リターナブルびんが環境面で優れている

ことや自治体の定めるリターナブルびんの収集方法を消費者

にきちんとPRすることにより、効果があがることが実証され

ています。モデル事業ということで、短期的な啓発となりま

したが、この活動を継続していくことにより、リユースの可能

性がさらに広がることが期待されます。

リターナブルびんの啓発活動を続けることで、
リユースの可能性がさらに広がる。

リリタターーナナルルびびんんがが
よよりりススムムーーズに循環ズに循環すするるためにために

①「リターナブルびん」という言葉への認知度変化（茅ヶ崎市） ②商品購入時におけるリターナブルびん選択の変化（茅ヶ崎市）

③宅配のびんリユースの寄与度評価の変化（茅ヶ崎市） ④回収リターナブルびんの不良率の変化（那覇市）

3Ｒ推進のためのガラス容器
自主設計ガイドラインが確定

6月5日は「環境の日」です。エコライフ・

フェアでは、子供から大人まで楽しみながら

ライフスタイルを見つめなおすきっかけ

となる、さまざまなブースが出展します。

■6月2日（土）午前11時～午後5時

3日（日）午前10時～午後5時

■都立代々木公園ケヤキ並木

イベント広場

この他にも「環境の日」にちなんだ様々な

行事が、全国で予定されています。

http://www.env.go.jp/guide/ecolife-fair

6月の「環境月間」に
「エコライフ・フェア2007」開催

去る2月28日（水）、東京都北区の「北

とぴあ」において、容器包装リサイクルに

係る8団体が組織する3Ｒ推進団体連

絡会主催の「みんなが主役！共に行動す

るための3Ｒセミナー」が開催されました。

関東学院大学助教授の織朱賓氏による

基調講演「3Ｒ推進に向けた容器包装

リサイクル法改正への方向性」をはじめ、

自治体における市民や事業者協働による

3Ｒの取組事例が紹介されました。さらに

3Ｒに関する勉強会では、参加者への事前

質問で多くあげられた意見やコメント

よりテーマアップして、ディスカッション

が行われました。当日の参加者は93名。

「ごみ推進委員」、「市民会議、協議会・審議

会委員」等、地域で日々活動されている方々

の参加が約半数を占めました。

3Ｒ推進団体連絡会主催の
3Ｒに関するセミナーを開催

当協議会が協賛する
「2007 New 環境展」開催

3月28日（水）オープン

●山梨県富士河口湖町

勝山リサイクル・リユースセンター

4月1日（日）オープン

●岸和田市貝塚市清掃施設組合

クリーンセンター内リサイクルプラザ

●大阪府泉北環境施設整備組合

管理棟展示室

4月3日（火）オープン

●大分市福宗環境センター内

リサイクルプラザ　

当協議会では、これらの各リサイ

クル・プラザセンターへガラス

びんの3R啓発用ツールセット

をご提供しております。

4つの自治体で
リサイクルプラザ等がオープン

リターナブルびんの広報活動による変化

▲3Ｒセミナーにおけるディスカッション

▲勝山リサイクル・リユースセンター

1972年6月5日からストックホルムで開催

された「国連人間環境会議」を記念して定

められたものです。国連では、日本の提案を

受けて6月5日を「世界環境デー」と定めて

おり、日本では「環境基本法」（平成5年）で

「環境の日」を定めています。

環境の日とは

調査期間：2006年12月中旬～2007年2月上旬

①②③：インターネットで無作為に抽出した茅ヶ崎市民男女各70名へのアンケート調査による　④：那覇市からびん商が引き取ったリターナルびんの不良率



那覇市では新焼却炉の稼働を機に、2005年の12月1日より、
「燃やすごみ」と「燃やさないごみ」と「資源化物」をしっかり分
別して回収するようになりました。あきびんについては、袋詰め
されたリターナブルびんとワンウェイびんをアオリ付きの平ボデ
ィ車で収集する方式を実施。それまではパッカー車により、缶な
どと混載して収集していました。収集したびんはリサイクルプラ
ザに運ばれ、最初にリターナブルびんが抜き取られ、ワンウェイ
びんは3色に選別されます。コンベアを使わず、すべて手選別で
す。作業は福祉団体の障害者の方々に協力してもらい、丁寧に選
別されています。市民に新方式の分別収集を理解してもらうため
に、説明会も実施してきました。その甲斐あって、リターナブル
びんの品質は大幅にアップしています。

今回のモデル事業では、折り込みチラシによりリターナブルびん
をアピールしましたが、市民にとっては、すでにやってきたことの確認
になったように思います。沖縄の人は、地元でつくられる泡盛のびん
がくり返し使われることを、感覚的にわかっているようです。沖縄には
製びんメーカーはありません。基本
的に沖縄で回収されたリターナブル
びんは、県内で循環しています。海に
囲まれた沖縄ならではの資源を大
切にする文化を、これから先も伝え
ていきたいですね。そのためにも、
市民への啓発活動は随時行ってい
こうと思っています。

リターナブルびんがよりスムーズに循環するために

目指すは、リターナブルびんの普及、回収促進、品質向上。
小売酒販店におけるリターナブルびん促進モデル事業 市町村によるリターナブルびん分別収集の効果・効率性調査

リターナブルびん促進キャンペーンで、
効果的に消費者の関心を喚起。

茅ヶ崎市のモデル事業では、ポスターやチラシ、プレミアムグッズ

の配布などにより、リターナブルびんを積極的にアピールし、下記

のようなリターナブルびんの販売・回収結果が得られました。

店頭販売においては、びんの種類により回収率に差が見られる

ものの、醤油びんやビール大・小びんについては、96％以上の高い

回収率でした。キャンペーンを実施した販売店へのアンケートに

よると、参加した店舗の70％が「来店客の関心を喚起できた」と回

答。ポスターやチラシによる告知が効果を上げたようです。ポイン

トカードのプレミアムとして配布したオリジナルバッグに対する

顧客の印象につい

ては、76％が「好

評だった」と回答。

話題性のあるキャ

ンペーンで、効果

的に消費者の関心

を喚起させること

ができました。

宅配は、来店の機会がつくれない消費者やリターナブル

びんが重たくて持ち帰ることができない消費者にとって、役

に立つ便利なシステムです。

今回のキャンペーンの取組でも、宅配が機能した事例が

確認できました。具体的に何がリターナブル商品であるかを

明確にすること、リターナブル商品が果たす環境保全上の意

義をＰＲすること、さらにあきびんの受け入

れ体制を確保し、宅配システム

の価値をアピールすること

で、リターナブル商品が拡大す

る可能性があると思われます。

宅配サービスの価値を広めることで、
リターナブル商品拡大の可能性がある。

収集・選別方法を工夫することで、
リターナブルびんの品質を確保。

リターナブルびんの販売・回収状況 自治体によるリターナブルびんの分別収集事例調査

このモデル事業では、市町村におけるリターナブルびんの分別

収集を把握するために、収集方法、市民への排出指導方法、排出ス

テーションの状況、資源化施設の状況、びん商や再生資源事業者の

関与度合い、収集されたリターナブルびんの不良率を調査しまし

た。その概略は下記の通りです。不良率についてデータの得られた

3つの自治体では、いずれも1.0～3.6％の範囲にあります。一般

に収集・選別方法に工夫していない自治体の不良率は50％以上と

言われていますので、非常に高い成果を上げているといえます。

これらの事例から、分別収集したリ

ターナブルびんの不良率を低減させ

るには、①市民からの排出段階でリタ

ーナブルびんのみを、またはびんを他

の容器と分ける、②収集や運搬時には

コンテナに入れる、③収集したリター

ナブルびんをそのままコンベアに乗せ

ずに手選別を行う、という3点が重要

であることがわかりました。

今回のモデル事業では、那覇市において、リターナブルびん

の分別収集を呼びかけるチラシを作成。新聞折り込み広告と

して配布し、回収リターナブルびんの品質について効果測定

を行いました。結果は、キャンペーン前は2.9％だった不良率

が、チラシ配布１週間後・2週間後とも2％以下になり、品質の

改善が見られました。

この折り込みチラシの内容から、リターナブルびんの分別

収集の促進には、「なぜびんのリユースが環境に良いのか」

「どの商品がリターナブルびんなのか」「どうして分別収集する

のか」「使い終わっ

たびんをどのよう

な方法で排出する

のか」を、きちんと

アピールすること

が重要であること

がわかりました。

リターナブルびんの分別収集の促進には、
広報活動の充実を図ることも大切。

私たち茅ヶ崎の酒販組合では、商工会議所などと協力して、リター
ナブルびんを推進する活動を、2001年からスタートしました。
2003年にはＲマークびんの「茅ヶ崎ワイン」を発売し、様々なメデ
ィアに取り上げられ注目されたこともあり、好調に売れました。その
後も固定客がついて、安定した需要があります。回収率も当初の
10％から50％くらいになり、リターナブルの「茅ヶ崎ワイン」が地
元に根付いてきたようです。ただし、コンビニの増加とともに酒屋の
数も減少し、びん入り商品の需要が少なくなってきていることも事
実。しかし、せっかく始めたリターナブルびんの推進活動ですから、
何とかしたいという思いがあり、市民祭り等のイベントでワインの
試飲会を開きながら啓発活動を続けてきました。やはり話題づくり
が必要なのだと思います。

今回のモデル事業のキャンペーンも、私たちにとっては大きな話題
づくりのひとつになりました。リターナブルびんに貼ってあるシール
を見て、これは何？とお客さまが聞いてきたり、エコバッグがすぐ
に品切れになったという状況もあり、確かな反応もありました。ポ
スターやタウンニュースの広告により、急激に状況が変わるという
ことはありませんでしたが、それなりの
啓発効果があったと思っています。
将来的に茅ヶ崎の「タゲリ米」を使った

米焼酎をＲマークびんでつくろう、など
という話も持ち上がっています。今後も
リターナブルびんの推進活動を前向きに
継続していくつもりです。

「リターナブルびんを知ってもらうための
話題づくりをこれからも続けていきたい！」

▲

▲

キャンペーン対象商品とキャンペーンツール
▲配達商品のあきびんを
保管するボックス

▲キャンペーン対象商品に添付したシール

調査期間：2006年12月中旬～2007年2月中旬 調査期間：2006年12月上旬～2007年2月上旬

▲目黒区におけるあきびんの回収状況 ▲リターナブルびんをアピールする折り込み広告（那覇市）

▲タウンニュースに掲載されたキャンペーンの告知

イサミ屋酒店 新倉 勇次氏（左）

寺田酒店 水越 勝彦氏（右）

※金森商店 齊藤 直樹氏にも
お話を伺いました。

キャンペーン期間中にシール10枚を集めた
カード持参のお客様にショッピングバッグ
をプレゼントしました。

茅ヶ崎酒販組合

「びんをくり返し使うという意識が、
海に囲まれた沖縄では根付いている」

▲あきびんの選別状況と回収車輌

クリーン推進課 課長　仲本 安和氏（左）
クリーン推進課 施設管理Ｇ 主幹　浦崎 浩氏（右）
※環境政策課課長 来間淳氏にもお話を伺いました。

那覇市役所環境部
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宅配サービスの価値を広めることで、
リターナブル商品拡大の可能性がある。

収集・選別方法を工夫することで、
リターナブルびんの品質を確保。

リターナブルびんの販売・回収状況 自治体によるリターナブルびんの分別収集事例調査

このモデル事業では、市町村におけるリターナブルびんの分別

収集を把握するために、収集方法、市民への排出指導方法、排出ス

テーションの状況、資源化施設の状況、びん商や再生資源事業者の

関与度合い、収集されたリターナブルびんの不良率を調査しまし

た。その概略は下記の通りです。不良率についてデータの得られた

3つの自治体では、いずれも1.0～3.6％の範囲にあります。一般

に収集・選別方法に工夫していない自治体の不良率は50％以上と

言われていますので、非常に高い成果を上げているといえます。

これらの事例から、分別収集したリ

ターナブルびんの不良率を低減させ

るには、①市民からの排出段階でリタ

ーナブルびんのみを、またはびんを他

の容器と分ける、②収集や運搬時には

コンテナに入れる、③収集したリター

ナブルびんをそのままコンベアに乗せ

ずに手選別を行う、という3点が重要

であることがわかりました。

今回のモデル事業では、那覇市において、リターナブルびん

の分別収集を呼びかけるチラシを作成。新聞折り込み広告と

して配布し、回収リターナブルびんの品質について効果測定

を行いました。結果は、キャンペーン前は2.9％だった不良率

が、チラシ配布１週間後・2週間後とも2％以下になり、品質の

改善が見られました。

この折り込みチラシの内容から、リターナブルびんの分別

収集の促進には、「なぜびんのリユースが環境に良いのか」

「どの商品がリターナブルびんなのか」「どうして分別収集する

のか」「使い終わっ

たびんをどのよう

な方法で排出する

のか」を、きちんと

アピールすること

が重要であること

がわかりました。

リターナブルびんの分別収集の促進には、
広報活動の充実を図ることも大切。

私たち茅ヶ崎の酒販組合では、商工会議所などと協力して、リター
ナブルびんを推進する活動を、2001年からスタートしました。
2003年にはＲマークびんの「茅ヶ崎ワイン」を発売し、様々なメデ
ィアに取り上げられ注目されたこともあり、好調に売れました。その
後も固定客がついて、安定した需要があります。回収率も当初の
10％から50％くらいになり、リターナブルの「茅ヶ崎ワイン」が地
元に根付いてきたようです。ただし、コンビニの増加とともに酒屋の
数も減少し、びん入り商品の需要が少なくなってきていることも事
実。しかし、せっかく始めたリターナブルびんの推進活動ですから、
何とかしたいという思いがあり、市民祭り等のイベントでワインの
試飲会を開きながら啓発活動を続けてきました。やはり話題づくり
が必要なのだと思います。

今回のモデル事業のキャンペーンも、私たちにとっては大きな話題
づくりのひとつになりました。リターナブルびんに貼ってあるシール
を見て、これは何？とお客さまが聞いてきたり、エコバッグがすぐ
に品切れになったという状況もあり、確かな反応もありました。ポ
スターやタウンニュースの広告により、急激に状況が変わるという
ことはありませんでしたが、それなりの
啓発効果があったと思っています。
将来的に茅ヶ崎の「タゲリ米」を使った

米焼酎をＲマークびんでつくろう、など
という話も持ち上がっています。今後も
リターナブルびんの推進活動を前向きに
継続していくつもりです。

「リターナブルびんを知ってもらうための
話題づくりをこれからも続けていきたい！」

▲

▲

キャンペーン対象商品とキャンペーンツール
▲配達商品のあきびんを
保管するボックス

▲キャンペーン対象商品に添付したシール

調査期間：2006年12月中旬～2007年2月中旬 調査期間：2006年12月上旬～2007年2月上旬

▲目黒区におけるあきびんの回収状況 ▲リターナブルびんをアピールする折り込み広告（那覇市）

▲タウンニュースに掲載されたキャンペーンの告知

イサミ屋酒店 新倉 勇次氏（左）

寺田酒店 水越 勝彦氏（右）

※金森商店 齊藤 直樹氏にも
お話を伺いました。

キャンペーン期間中にシール10枚を集めた
カード持参のお客様にショッピングバッグ
をプレゼントしました。

茅ヶ崎酒販組合

「びんをくり返し使うという意識が、
海に囲まれた沖縄では根付いている」

▲あきびんの選別状況と回収車輌

クリーン推進課 課長　仲本 安和氏（左）
クリーン推進課 施設管理Ｇ 主幹　浦崎 浩氏（右）
※環境政策課課長 来間淳氏にもお話を伺いました。

那覇市役所環境部


